



Betulinic acid prevnts lesion growth after venous ischemia in rats 




てきた。一方、漢方薬Zizyphi Spinosi semn (ZS ）の一成分で、あるBetulinic acid (BA ）がヒト内皮細胞を




［方法］ 18 匹の雄性wistar ラットを無作為に2群に分け、 KCL によるcortical spreading deprsion (CSD ）の
誘発を併用し、光凝固法によって隣接する2本の脳皮質静脈を閉塞させた。静脈閉塞後BA(30mg/kg ）ある
いはvehicle(D MSO ）を7日間の経口投与を行った後に濯流固定を行い、梗塞体積及び3-nitrotyrosine/ casp 
ase-3 の発現を評価した。
【結果］生理学的データ（体重・血圧・血液ガス等）や静脈閉塞中のCerbal blod flow(CBF ）、 CSD は各群
聞の有意差は認められなかった。 control 群で、は梗塞体積は3.81 ±2.1m3 、BA 群ではl.90±1.lm3 で、あり
、BA 投与は静脈梗塞を著明に縮小させた（P=0.17 ）。3- nitrotyrosine は梗塞巣周辺に、 caspe-3 は静脈閉
塞させた同側大脳半球に散在性に発現していた。しかしながら静脈閉塞7日後の3-nitrotyrosine/ caspe-3 
の発現には両群間で、有意差は認めなかった。
［結論】BA は、ラット脳静脈梗塞モデ、ルにおいて神経保護効果が認められた。この知見は、 BA が脳静脈虚
血に対する治療薬となりうることが示唆される。
